
12 補式学級に於けるソシヨグラムと学級経営

複式学級に於けるソシヨグラムと学級経営

池　　田　　敏　　安I
Tosiyasu Ikeda

§ 1複式に放ける撃級経営

同一学齢児童を-集団とする単式学級に比べて,二学年以上を同一学級で教育する複式学級は,

長幼学年の集団で単級社会を構成する為,学級経営上種々の問題を学んでいる.例えば,学習時教

師の直接指導の時間が半減し,各個人の計画によっで進められる独自学習や,自分たちのカで資料

を覚め,整理,評価するグループ学習のような自律学習,或は上学年が下学年の学習を指導援助す

る方法が多くとられる.特に日常生活に於て,上下学年の相互影響が相当大きい.

羊のように単式学級と違って多角的な集団生活の為に起る複雑な対人関係についての豊富な経験

を持つ甲が複式の子供たちである｡とめ複雑な環境を持つ複式学級の荘蛍で,この集団生活によく

適応しつつ,明朗で建設的な民主的人格形成ぺ志向する子供たちを育てようと心がげでいるわけで

あるが,私は特に,学級集団内における各個人の位置関係に重点を置き,各人が心から楽しんで生
一

活できる事を念じている.その方法に, ( 1)教師の観察を綿密に記録する　｢　各児童の性格,能力.

(2)家庭との緊密な連絡一家庭教育の理解とそれに対する指導(3).児童の集団生活の舞態

の把捉を基礎として,具体的指導に当っている.この三つのう､ち(3)についでは,ソシヨグラ

ムによらて調査するのあその一方法であるoたまたま私の調査し挺ソシヨグラムが,学級経営上貴

賓な資料を提供してくれるようであったので,今回はこの間題を中心として,複式学級における学

級産蛍の一方法,或は一着娘点とも云うべきものについて述べてみたい.徹　との学級は,昭和二

六年度は-,二年編成の近接学年組合わせ,本学年はそのまま進級して二,三年の複式学級,両学

年各一六名計三十二名である.
●

Llq

§甘　ソシヨグラムにあらわれた撃級社番の婁　　　　　　　　　･

1　調査実施　唱和27年7月14日

2　調査方法　質　問　紙　法

3　調査事項

〇年　氏名　0　0　0　0

1.二年(叉は三年)であなたの一番好きな人を書きなさいO

2.そのわけを書きなさい｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

3.二年(叉は三年)であなたの一番繰いな人を書きなさい.

4.そのわけを書きなさい｡

5.二年と三年をいっしょにした時一番好きな人を書きなさい0

6.そのわけを書きなさい｡

7.二年と三年をいっしょにL.た時一軍繰いな人を書きなさい｡

8.そのわけを書きなさい｡
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この調査結果は,次の表である｡

4　解釈　このソシヨグラムで気づく事は,

(1)二年生同志(叉は三年)での対人関係が比較的単純であるが,二,三年混合(いわゆる複

式)の場合は,複雑な対人関係が見られる.つまり二学年にわ挺る各個人の関係が興味深く

見られる事である｡

(2)同学年同志の場合の個人の位置と,複式におけるそれとに非常な変化が見られるo例えば,

二年S�"K S�"T T�"K K�"T　三年でY｡K K�"H T�"N-A蝣�"U　のよう

にO　二年同志} (叉は三年)における中心人物-問題児-と,複式におけるそれと/の変

化,これとそこ学年以上の児童が同一環境に育つための集団生活から生ずる対人関係の複雑

にして顕著な変化と思われるのである.この点が複式学級の学級経営,個人指導の問題点で

あろうと思われるのである｡以下この点から考えを填めてみ舞いq

今とのあらわれを主な子供のみについで見ると,
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(A) (+)の子供｡

両　学　か　ら(+)

二年の多くから(+)

三年の多くから(+)

-)の子供｡

二年の多くから(-)

三　年　か　ら(-)

-･-･-･-･三年男　K･H

･･･--･-･三年女　Y･K

-･-･ニ年男　Y･A

-･--　三年男　T�"K,-S�"H

･･･--　ニ年男　S･K

女　子　か　らC-) ---･-･三年男　A･U

(C)二年同志(叉は三年)の場食に比べて,あまり注意をはらわれ魔くなる子供｡

二年　S�"T(+)K�"T C+-)OォH(+)

三年　T-N(+)MォI (+)

のように分けられる.
l～

今ことに挙げられた十二名の児童は,複式学級という集団生活上の問題児(+�"-ともに)とし

て,大きな意味を投げカ滑でいるように革わる. (勿論,討固人的に或は家庭的に指導を要する児童は

この他にもいるが,学級社会構成の問題を焦点としている為に,これらの児童は此の際一応取り上

げないo)

以下,この三つのA, B, Cの型に従って各個人別に,そのケr-スにつV)で略記してみる.

先ず(+)のうち

(三年男)

○家庭,四人兄弟の末っ子.商巣(相当大きな醸造販売)教育に理解あって熟む.遊びに来る友だ

ちを非常にかわいがる. 0知能優, ○学力全教科最上位. 0健康上o体力すぐれスポ-ツマl/,義,

跳,懸垂,角力何でも上. 0腕力級一o O性格男性自㌔正義感旺盛で小さい者,弱い者をかわいが

る.思考力に富み,実行力あり.果断. 0好かれる理由.心がやさしい.恕とらない.かわいがる｡

いっしょに遊んでくれる.伸よしになってくれる.けんかをとめでくれる.以上のような点からし

て,この子は学級の人望を一身に集めていると思われる.しかもあ.5ゆる点で優秀児で,学級のリ

ーダーとして活躍中｡

Y 'K　　三年女)

○家庭父大学教授｡姉二人,末っ子.非常にかわいがられて育つO　教育豊かな平和な家庭b O知能

優｡ ○学力上,特技図画｡油絵をよくし,夏休み作品展に学校長賞(校内一人)0 ○健康体絃小(七

ツ学校,三月生れ)｡スポーツをよくする｡リレー選手｡ ○性格春風のような感じの子｡人にとて

もかわいがられる.小さい近所の子供たちをよくあやしてくれる由(母の富). 0好かれる理由｡心

のやさしい人oいっしょに遊んでくれる｡伸よくしてくれる.かわいがってくれる.勉強をよく教

えてくれる｡
ヽ

この子は三年から(+)娃一人で,二年から六人もあるのは興味深い.年令的に二年生に近い事

と,三年生がその能力に多少の嫉妬心を持つようにも感じられる｡下学年の1) -ダ-に通年9
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A　(二年男)

身体小.とてもかわいい顔立ち｡性明朗.故に三年生がかわいく思うのであろうか.-三年からの

みC+)c

つぎに(-)の子供について.

へT�"K SォH　　三年男)

書

両人とも二年から嫌われているがその理由として｢いじわる.なぐる.なんくせをつけるo遊び

のじゃまをする.人のいやがる事をする.レ､つしよに遊ばぬ｣というように缶でいるが,これが二

年生からであるのは特に注意すべきであるO　思うに此の二人は体育的に三年生に劣り.(二人とも二

月生れ),性格的に強者に-つらい,弱者につらく当るようで,三年からあま帰日手にされない傾

向にあり,その補償作用として二年に向けられ,暴力として表現されていると解釈される　T*K

は兄二人弟一人の三男　S�"Tは姉二人妹一人の三番目の子である事なども何か関係があやそうで

ある.此の二人の二年生に及ぼす影響が大きい事を考える時,大いに指導を要すると思われる.

A * U　　三年兇)

姉二人,兄二人の末っ子で甘やかされている.･少A我倦o明朗なれども,元気旺盛で当るべから

ざる精力家. ｢いじわる.人をなぐる｣兜めに嫌われる.その行動が梢粗暴な点もあり.女子から

ばかり嫌われている点要注意児童｡

｣三二K C一年男)

○家庭一父公務展｡やや酒飲み.姉二人弟一人.朕不充分.我健に育てる反面厳格な点もあり. 0

能力普通, O性格衝動的で思い立ったら前後の判断を忘れる.注意散漫.協調性に乏しく,反社会

的｡巧みに嘘言を吐き,準癖をもつO困った時すぐ泣く. 0嫌われる理由｡三年のじゃまをするo

三年のいいつけをきかぬo勉強中人に迷惑をかける0人をなぐる.いじわる.うそをいうoよく泣く.

この子は以上の点からして,社会性の欠除とも云うべきであって,採導上問題が多い.

三番目に,同学年同志の時に比べて,複式がうすれられる五人の児童についでは, -特別に問題が

ないようであるから略する事にす･る.

§ Ⅱ　ソシヨグラムと学級経営

以上この学級のソシヨグラムにあらわれた問題点にふれてみたが,要はこのようなあらわれを基

礎にして,どのような方向に,どのような方法で理想的な人間完成-と指導するかである.

思うに個人の幸福は全体を離れてはなく,全体酎固人の幸福の上に存立している.このソシヨグ

ラムを通して感じられる事は, ((1)長幼二学年混合の社会をどのようにLで取的な社会に建設してい

くか一一二一学級全体の問題(2)このような学級に育つ子供たち(将来抹更に複雑な社会が待って

いる)の一人一人をどのようにしてその生存する社会に順応し,欄性を生かしつつ社会に貢献でき

る個人に育成するか-個人の問題(3)二年,三年という学級はどのような社会形態をとるも

のであろうか-シークエンスの問題｡というような事である..

このような点について,複式学級という立場に立って方法が構じられる時に,複式学級の経営の

鍵が開かれる事と信するq現在私がとっている方続として拭, ③個人指導, ⑧全体指導とにこ大別
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して考えて行く事にしている.
I

先ず第Tの個人指導の点について撃,近来ガイダ-/､7,の体系的指導絵が確立して来たので一般的

方法は略して,複式編成の長所に立った場合のみ抽象して述べてみ舞い｡それは,二年生の各児童

に･き年生をそれぞれ世話係をきめてやる. (恕当番さんとよんでv^る)乙や華筒係は,-当番生の朝

夕一切の世話,生活態度,咲,学用品,行儀,諸所痔晶,宿題,病気やけ郡の時の世話その他∵切の

指導監督の責任を持たせ, -学期毎に相手を替える.この時の組み合わせの折の条件として,性格,

能力,体力, ･家庭,住所等考慮してV'るが特に,このソシヨグラムを利月ルで組み合わせるとよ,D

効果があがるようである..問題児には特に注意を払っている.例えば, =年男S ･ K∴は,好きな

三男A･Kと組み合わせ,貧の小さい二年女Y･Nには三年Y･Kを,あぼれん坊の三年男

K�"Tに碓三男K･Hを,三男の問題児T�"Kは二男T･Aによって救われをよう･にしてい

るdとの二人は,互に愛情を以て結ばれ,.案外尿路むや依頼心の起る事も防げるようである.

琴二の学級全体の場合であるが,第丁に各種の/自治組織によ･る指導に意を用いている.∴こ¢級に
I

は現在,出席係,学級文庫係,学級園係,体育係,学習係,定期券係などQ組織;五組よりなる週

番など設けているが,此の際,ソシヨグラムによるグループ構成を考慮している.叉学習時のグル

ープ構成など,両学年混合の場合など,特に重要で,三男H･K dグループに三男のT･Kや

S-H,二年男S･Kなどを入れてやると実にK･Hが1)←ドして行くようである.それから,

二年だけ叉は三年だけの自習時間など図表N0.1による　S ･Tの活用　No.2◆によSK'-Hや

Y ･ Kなどを11-ダーとして学習を逸めさせる孜.ども一方法であ,る.　　.

この他,課外運動,学級P-T.Aなどの活用,教師対児童個人の相談の日を設けたり◆している

が,日暮れて道達しの感がする.▲今から出発だという毎日の生活が教育の姿なのかも知れない.

1

§4　残された問題
＼

以上私のとっている方法の1-i断片を述べてみたが,更に次々と問題が残って行く■ようである.例

えばとのアシヨグラムの信頼度の問題がそれであるOとのソシヨグラム調査の原因は,ニ年男S ･

Kがこの頃或問題を起して本人の立場が苦しくなった時に,果して級友問ではどのような関係にあ

るかを見たいと思って調査した①であるが,こうした調査をいつどのような方法でするか,それを

如何に解釈するれ　今後再び調査する時の状況等,或は叉複式学級経営上,複式学級という編成の

持つ宿命的な欠陥-例えば上下の関係に立つ社会性は培われるにしても,その関係が小さく鎖さ

れ挺社会性で,横のつながりの少い社会性に陥り易い点など｡更に叉学年段階の相違による変化の

問題-これも,昨年一学期のソシヨグラムとは全然異ったあちわれを示しているのは単なる偶然

ではなくで,学年の心理発達段階との関係が大きく原因しているように思えるし,叉教師の指導力

や指導法の問題等の関係もあろうO
ヽ

何はともあれ,この三十二名のいとし子たちが, ･おのがじし神の祝福によって生を享けたよろ

こびと共にすなおにおおらかに生長するようにと教師の願いの-こまであるO

(附属小学校)


